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下旬中旬上旬下旬中旬上旬下旬中旬上旬下旬中旬上旬下旬中旬上旬旬

生
育
ス
テ
｜
ジ

主
な
作
業

飼
料
に
は
向
か
な
い

◎
完
熟
期
で
は
子
実
、
雌
穂
の
軸
、
茎
が
硬
く
な
り
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ

断
し
て
ラ
ッ
プ
は
基
本
６
重
巻
き
、
長
期
保
存
８
重
巻
き

◎
地
面
か
ら
15
㎝
の
高
さ
で
刈
り
、
1.

9
㎝
に
微
細

◎
収
穫
期
は
水
分
70
％
程
度
に
な
る
黄
熟
期
ご
ろ

熟
期

◎
子
実
を
つ
ぶ
す
と
粘
り
の
あ
る
糊
状
の
液
が
出
る
時
期
が
糊

土
壌
混
入
す
る
の
で
収
穫
不
可

◎
登
熟
の
進
行
中
で
は
倒
伏
が
進
み
、
雌
穂
が
地
面
に
着
く
と

出
し
て
収
穫
可
能

◎
雌
穂
の
登
熟(

膨
ら
む)

前
の
倒
伏
で
は
茎
の
途
中
か
ら
起
き

◎
絹
糸
抽
出
日
の
30
日
～
45
日
後
に
収
穫

◎
ア
ワ
ヨ
ト
ウ
の
大
発
生
で
は
栽
培
中
止

◎
ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ
は
甚
大
な
被
害
以
外
は
防
除
不
要

◎
10
ア
ー
ル
あ
た
り
窒
素
５
㎏

◎
全
面
散
布

◎
全
面
散
布

等
を
設
置
す
る
）

◎
獣
害
対
策
を
早
め
に
す
る
（
鹿
で
は
播
種
直
後
に
電
気
牧
柵

◎
播
種
10
日
～
２
週
後
に
発
芽
の
状
況
確
認

◎
ネ
キ
リ
ム
シ
防
除
の
薬
剤
を
全
面
散
布

◎
土
壌
処
理
に
よ
る
除
草
抑
制

株
間
19
㎝
２
～
３
㎝
覆
土
時
に
鎮
圧
）

◎
条
播
の
ち
鎮
圧
（
真
空
播
種
機
で
播
種
条
間
70
㎝

◎
播
種
量
10
ア
ー
ル
６
，
０
０
０
～
６
，
５
０
０
粒

◎
種
子
へ
の
鳥
忌
避
剤
の
処
理

◎
播
種
は
日
平
均
気
温
10
度
以
上

◎
基
肥
の
均
一
散
布
も
し
く
は
側
条
施
肥

へ
の
排
水

◎
明
渠
と
サ
ブ
ソ
イ
ラ
ー
施
工
で
落
水
口
促
進
十
分
な
砕
土
と

◎
耕
起
し
除
草
の
土
壌
処
理
の
た
め
の
整
地

◎
完
熟
し
た
牛
糞
堆
肥
10
ア
ー
ル
に
あ
た
り
３
～
５
ト
ン

◎
除
草
剤
散
布

主
な
管
理
作
業
の
内
容

【重要ポイント】
①牛糞堆肥は完熟物を使用し、タネバエや強害雑草を防ぐ
②明渠と地下排水を促す排水対策を行う
③虫害、鳥獣害を予防する
③基肥を全面施肥して雑草に負けない初期生育を促進する
④生育を妨げる雑草の防除を徹底する
⑤水稲を含む輪作体系で強害雑草を少なくする
⑥収穫時に微細断する

令和８年度 飼料（ＷＣＳ）用トウモロコシ栽培こよみ

目標収量：５，０００kg／１０アール

令和８年 月

島根県畜産技術センター

島根県東部農林水産振興センター出雲事務所

除

草

剤

散

布

除

草

剤

散

布

＊農薬を使用する前には必ずラベル表示を確認しましょう！



排
水
・
施
肥
・
除
草
・
収
穫

■ほ場の排水対策の例


